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（３月１３日 さくら幼稚園卒園式）



３

特別会計予算 合計２５億５,７５５万円

当初予算額特別会計名

５４４万８千円河津駅前広場整備事業

６１５万４千円土地取得

１５億７,５４７万８千円国民健康保険

８億６,８３９万５千円介護保険

９,３１７万５千円後期高齢者医療

８９０万円国民宿舎「かわづ」運営事業

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、

自
主
財
源
全
体
で
は
、
１
億

８
１
１
５
万
２
千
円
（
前
年

比

・
７
％
）
の
増
額
と
な

１３
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
政
調

整
基
金
な
ど
の
繰
入
金
の
増

額
と
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
直

営
に
よ
る
収
入
増
を
見
込
ん

だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

依
存
財
源
全
体
で
は
、
１

億
２
０
８
４
万
８
千
円
（
前

年
比
４
・
９
％
）
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
光
フ
ァ

イ
バ
網
整
備
事
業
補
助
や
観

光
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る

県
支
出
金
の
増
額
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
町
債
は
３
０

７
０
万
円
（
前
年
比
９
・
５

％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
当
初

２７

予
算
が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

億
７
４
０
０
万
円
で
、

４０

前
年
度
当
初
に
比
べ
る
と
３
億
２
０
０
万
円
の
増
額

（
前
年
比
８
・
０
%
）
と
な
り
ま
し
た
。
過
去

年
１０

で
最
大
規
模
の
積
極
的
な
予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
次

の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
規
律
あ

る
行
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

私たちが暮らすまちづくりに、
一般会計４０億７,４００万円、
総額６６億８,８６９万４千円。

■
予
算
の
基
本
■

町
の
行
政
を
運
営
す
る
基
本
的
な
収
入
と
支
出
を
一
般
会
計
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
特
別
会
計
は
、
保
険
料
な
ど
を
扱
う
特
定
の
事
業
を
行
う
会
計
で
、
国
民
健
康
保
険

事
業
な
ど
６
つ
の
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
公
営
企
業
会
計
と
は
、
水
道
や
温
泉
な
ど
公
共
の
利
益
を
目
的
に
し
て
経
営
さ
れ
る
収
入
と
支
出
で
、
独
立
採
算
制
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
額

は
、
こ
れ
ら
の
会
計
を
す
べ
て
合
わ
せ
た
町
の
総
予
算
額
で
す
。（
金
額
は
各
会
計
間
の
重
複
分
を
除
い
た
額
）

３月定例議会で可決された平成２７年度予算書

民生費

７億８,９４１万１千円
■地域型保育事業１,６２５万５千

円など

総務費

７億１,９７０万６千円
■光ファイバ網整備事業補助

１億５,５００万円など

衛生費

５億６,０１６万円

教育費

５億４,３３７万６千円

商工費

３億６,８３２万５千円

公債費
３億６,５４７万１千円

消防費
２億６,３３３万円

土木費
２億７３５万４千円

農林水産業費
１億８,７８８万７千円

議会費 ５,８９７万４千円
予備費 １,０００万円
災害復旧費 ６千円

公営企業会計予算(歳出)

合計２億７,８１４万３千円

当初予算額企業会計名

１億９,４２０万６千円水道事業

８,３９３万７千円温泉事業

特別会計・企業会計

歳
入
の
特
徴

さくら幼稚園卒園式

予
算

平
成

年
度

２７

公債費
３億６,５４７万１千円

(９.０％)

扶助費
３億７,２２５万７千円

(９.１％)補助費など
９億９,９０５万６千円

(２４.６％)

維持補修費
４,２１４万７千円

(１.０％)

物件費
９億５,９１０万５千円

(２３.５％)

３３.７％

投
資

的

経

費

普通建設事業費(補助)

２億１,６３０万１千円

(５.３％)

普通建設事業費(単独)

２億２,９８０万８千円

(５.６％)

積立金など
２億４,７０４万１千円

(６.１％)
県営事業負担金
８８６万円(０.２％)

人件費
６億３,３９４万８千円

(１５.６％)

１１.１％

その他
６.１％

消
費
的
経
費

４９.１％

災害復旧費６千円

義務
的
経
費

一般会計歳出の構成 一般会計歳入の構成性質別త別

自主財源

３６.８％

町税
８億６,２６２万５千円

(２１.２％)

使用料・手数料
１億２９７万９千円

(２.５％)

繰入金
３億５,７２１万円

(８.８％)

繰越金
５,０００万円(１.２％)

諸収入
７,８３１万３千円(１.９％)

その他
４,８３６万６千円 (１.２％)

町債
２億９,１１０万円

(７.１％)
県支出金

２億８,７６６万２千円(７.１％)

その他
１億６,３２６万１千円(４.０％)

国庫支出金
２億７,６２７万６千円(６.８％)

地方交付税
１５億５,６２０万８千円

(３８.２％)
依
存
財
源

６３.２％

２

歳入
４０億７,４００
万円

歳出
４０億７,４００
万円

義
務
的
経
費
の
扶
助
費
が

２
７
５
２
万
６
千
円
（
前
年

比
６
・
９
％
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
臨
時
福

祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
給
付
事
業
の

減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

消
費
的
経
費
で
は
、光
フ
ァ

イ
バ
網
整
備
事
業
補
助
な
ど

に
よ
り
、
１
億
８
９
７
１
万

７
千
円
（
前
年
比

・
５
％
）

１０

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
で
は
、
学
校

施
設
な
ど
の
耐
震
補
強
事
業

に
よ
り
、
１
億
２
４
０
６
万

６
千
円
（
前
年
比

・
５
％
）

３７

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
特
徴

河津桜原木



４５

第４次総合計画の着実な推進を図るため、
重点的に取り組む５つのテーマを設定。
地域福祉、子育て、観光交流、住環境基盤整備、
防災減災対策に重点を置いた予算です。

□
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

３
４
３
４
万
５
千
円

佐
ヶ
野
遊
歩
道
の
整
備
工
事
を

行
い
ま
す
。

□
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

５
２
９
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
拡
充
推

進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
新
ブ
ラ
ン
ド
創
出
事
業

４
０
０
万
円

商
工
会
が
経
済
産
業
省
の
補
助

を
受
け
て
実
施
す
る
「
河
津
グ

ル
メ
＆
魅
力
発
信
」
事
業
を
補

助
し
ま
す
。

□
小
売
事
業
者
強
化
事
業

１
８
０
万
円

商
工
団
体
が
実
施
す
る
Ｉ
Ｔ
を

利
用
し
た
情
報
化
事
業
（
Ｈ
Ｐ

製
作
・
講
習
会
の
開
催
）
に
対

す
る
費
用
を
２
分
の
１
ま
で
補

助
し
ま
す
。

□
ご
み
処
理
対
策
事
業

２
億
６
２
５
万
４
千
円

□
常
備
消
防
事
務
事
業

１
億
６
０
９
５
万
９
千
円

■
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業
補
助

１
億
５
５
０
０
万
円

上
地
区
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事

業
へ
補
助
し
ま
す
。

■
浜
公
民
館
耐
震
補
強
事
業

６
１
７
０
万
５
千
円

浜
公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

□
道
路
維
持
事
業

４
１
４
６
万
６
千
円

□
非
常
備
消
防
事
務
事
業

３
８
０
９
万
９
千
円

町
消
防
団
配
備
災
害
時
救
助
用

備
品
を
購
入
し
ま
す
。

□
防
災
対
策
事
業

３
５
１
６
万
３
千
円

防
災
資
機
材
や
備
蓄
食
糧
の
購

入
、
自
主
防
災
資
機
材
の
購
入
、

避
難
誘
導
看
板
の
設
置
、
避
難

路
整
備
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
し
尿
処
理
対
策
事
業

３
２
１
０
万
６
千
円

□
橋
梁
維
持
事
業

２
７
４
２
万
１
千
円

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
く
補
修
と
し
て
、
３
橋
の
調

査
設
計
、
２
橋
の
補
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

□
生
活
交
通
対
策
事
業

２
４
８
９
万
２
千
円

□
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

２
３
８
８
万
７
千
円

□
町
道
奥
谷
津
線
道
路
改
良
事
業

２
３
０
０
万
円

■
消
防
操
法
大
会
事
業

８
９
５
万
９
千
円

支
部
大
会
は
隔
年
で
実
施
さ
れ
、

本
年
度
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
県

大
会
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□
町
バ
ス
運
行
事
業

５
６
４
万
７
千
円

□
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
管
理
事
業

７
５
３
４
万
８
千
円

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
へ
の
対
応
を
行

い
ま
す
。

■
新
公
会
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
４
０
４
万
円

町
有
財
産
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
整

備
を
行
い
ま
す
。

□
基
幹
統
計
調
査
事
業５

３
６
万
円

国
勢
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

液
町
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

（
行
政
と
住
民
の
協
働
）

本年度行う主な事業を、町の第

４次総合計画基本計画の分類に沿っ

て紹介します。

町民本位の政策を取り入れ、過

去１０年で最大規模の積極的な予算

編成を行い、５つの重点テーマを設

け、予算を配分しました。

平成２７年度一般会計□
救
急
医
療
対
策
事
業

１
億
３
５
９
万
３
千
円

□
障
害
者
（
児
）
自
立
支
援
事
業

９
３
１
６
万
８
千
円

□
成
人
健
康
診
査
相
談
事
業

１
８
０
５
万
６
千
円

■
地
域
型
保
育
事
業

１
６
２
５
万
５
千
円

要
保
育
児
童
を
保
育
マ
マ
や
事

業
所
内
保
育
園
に
委
託
し
て
保

育
し
ま
す
。

□
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

１
５
５
２
万
３
千
円

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

低
所
得
者
へ
の
臨
時
的
給
付
措

置
を
行
い
ま
す
。

□
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

給
付
事
業

３
７
４
万
１
千
円

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
的
給
付

措
置
を
行
い
ま
す
。

□
子
育
て
応
援
住
宅
整
備
支
援
事
業

２
２
５
万
円

歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
世

１８帯
が
実
施
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
、

増
改
築
工
事
（
新
築
は
木
造
の

み
）
に
助
成
し
ま
す
。
限
度
額

万
円（
県
制
度
と
の
併
用
可
）

１５
■
河
津
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強

事
業

８
９
９
６
万
１
千
円

河
津
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
東
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業

８
６
４
５
万
９
千
円

東
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

□
複
合
施
設
整
備
関
連
事
業

１
５
２
３
万
９
千
円

児
童
福
祉
関
連
施
設
や
文
化
施

設
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施

設
整
備
の
た
め
の
基
本
設
計
な

ど
を
行
い
ま
す
。

□
観
光
施
設
整
備
管
理
事
業

７
７
４
９
万
９
千
円

河
津
桜
植
樹
帯
や
河
津
川
桜
並

木
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
管
理
事
業

７
７
２
１
万
９
千
円

町
直
営
に
よ
る
河
津
バ
ガ
テ
ル

公
園
の
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

□
踊
り
子
温
泉
会
館
運
営
事
業

５
６
０
５
万
７
千
円

□
観
光
振
興
事
業

４
７
９
４
万
９
千
円

英
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り

（
健
康
・
福
祉
・
医
療
）

衛
豊
か
な
心
身
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

（
教
育
・
文
化
）

鋭
豊
か
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

（
生
活
・
環
境
・
安
全
）

詠
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

（
産
業
・
観
光
）

①

地
域
医
療
対
策
・
健
康
増
進
・
地
域
福
祉
体
制
の
充
実
強
化

②

安
心
安
全
で
子
ど
も
を
生
み
育
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

③

ジ
オ
サ
イ
ト
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
交
流
事
業
の
推
進

④

伊
豆
縦
貫
道
を
中
心
と
し
た
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
並
び
に
高
度

情
報
化
施
策
の
推
進
な
ど
に
よ
る
快
適
な
住
環
境
基
盤
の
整
備
促
進

⑤

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化

□継続事業 ■新規事業

平
成

年
度
予
算
の
重
点
テ
ー
マ

２７

業
主な
事

河津中学校体育館消防操法大会(平成２５年)

地域の安全を守る消防団

佐ヶ野遊歩道

子育てサークル「くれよんくらぶ」浜公民館

ふるさと納税制度拡充



７ ６

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
の
運
営
を

町
の
直
営
と
し
て
、
４
月

日
に

２８

再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。（
４
月

日
２７

ま
で
開
園
準
備
の
た
め
休
園
）

●
営
業
施
設

レ
ス
ト
ラ
ン
や
調
香
な
ど
は
閉

鎖
し
、
バ
ラ
園
と
物
販
（
バ
ラ
苗

や
園
芸
用
品
、
バ
ラ
関
連
グ
ッ
ズ

な
ど
）
を
中
心
に
運
営
し
、
バ
ラ

の
開
花
期
（
５
～
６
月
、

～
１０

１１

月
）
は
、
カ
フ
ェ
を
営
業
し
ま
す
。

●
開
園
日

バ
ラ
の
開
花
期
（
５
～
６
月
、

～

月
）
お
よ
び
河
津
桜
ま
つ

１０

１１

り
期
間
（
２
月
上
旬
～
３
月
上
旬
）

は
無
休
と
し
、
他
の
期
間
は
木
曜

日
が
定
休
日
で
す
。

●
営
業
時
間

営
業
時
間
は
、
９
時

分
～

３０

１６

時

分
。（

月
１
日
～
４
月

日

３０

１２

２７

は

時
ま
で
）

１６
●
入
園
料

町
民
は
、
全
世
帯
へ
配
布
す
る

町
民
施
設
利
用
券
を
使
用
し
、
無

料
で
入
園
で
き
ま
す
。

一
般
の
入
園
料
は
、
大
人
１
０

０
０
円
、
小
中
学
生
３
０
０
円
で

す
。（

月
１
日
～
４
月

日
は
大

１２

２７

人
３
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０

円
）

最盛期には色鮮やかなバラが咲きそろう（河津バガテル公園内ローズガーデン）

河津バガテル公園を町の直営施設へ

４月２８日に再オープン

河津バガテル公園・国民宿舎かわづ・七滝観光センターのお知らせ

Topics１

七
滝
観
光
セ
ン
タ
ー

七
滝
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、
飲
食
・

物
販
な
ど
の
営
業
を
３
月

日
を

２０

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
駐
車
場

や
ト
イ
レ
の
利
用
、
河
津
七
滝
ジ

オ
パ
ー
ク
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
平
成

年
度
の
同
施
設
指
定
管
理
者
が

２７町
商
工
会
に
決
ま
り
ま
し
た
。
河

津
ブ
ラ
ン
ド
商
品
や
地
場
産
品
の

販
売
、
飲
食
提
供
な
ど
を
行
い
、

同
施
設
を
運
営
す
る
方
針
で
す
。

国
民
宿
舎
か
わ
づ

国
民
宿
舎
か
わ
づ
は
、
３
月
２０

日
を
も
っ
て
、
営
業
を
終
了
し
ま

し
た
。
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

国
民
宿
舎
か
わ
づ
整
備
検
討
委
員

会
の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
、
所
有

者
の
上
河
津
財
産
区
と
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

生
育
不
良
や
入
園
者
数
の
減
少

平
成

年
５
月
に
プ
レ
オ
ー
プ

１０

ン
し
た
か
わ
づ
花
菖
蒲
園
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
も
っ
て
閉
園

し
ま
す
。

約

種
・
約
１
万
２
０
０
０
株

６０

の
花
菖
蒲
が
植
栽
さ
れ
た
同
園
は
、

近
年
連
作
障
害
な
ど
の
生
育
不
良

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
町
で
は
、

平
成

年
度
に
土
壌
の
回
復
に
努

２４

め
ま
し
た
が
連
作
障
害
な
ど
の
克

服
に
は
至
ら
ず
、
老
朽
化
す
る
施

設
の
維
持
費
や
入
園
者
数
の
減
少

な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
、
来
シ
ー

ズ
ン
以
降
の
閉
園
を
決
め
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
、
同
園
は
５
月
１

日
に
開
園
し
、
６
月

日
ま
で
無

１５

休
で
営
業
し
ま
す
。

ま
た
、
河
津
町
立
西
小
学
校
と

下
田
市
立
稲
梓
小
学
校
の
児
童
に

よ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

児
童
た
ち
は
、
道
路
開
通
に
夢
や

期
待
を
込
め
た
手
紙
を
読
み
上
げ
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
ま
し
た
。

事
業
が
大
き
く
前
進
（
英
期
）

道
路
本
線
工
事
に
着
手
（
衛
期
）

河
津
下
田
道
路
は
、
梨
本
と
下

田
市
六
丁
目
を
結
ぶ
全
長
約

・
１２

５
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

英
期
は
、
昨
年

月
末
に
都
市

１１

計
画
決
定
さ
れ
、
事
業
が
大
き
く

前
進
し
ま
し
た
。

衛
期
は
、
平
成

年
度
に
事
業

２４

化
さ
れ
、
昨
年
か
ら
用
地
買
収
、

工
事
用
道
路
の
整
備
が
進
み
、
今

後
道
路
本
線
の
工
事
に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

河
津
下
田
道
路
衛
期
起
工
式

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
一
部
、

河
津
下
田
道
路
衛
期
（
梨
本
―
下

田
市
箕
作
）
起
工
式
と
英
期
（
下

田
市
箕
作
―
下
田
市
六
丁
目
）
中

心
杭
打
ち
式
が
２
月

日
、
逆
川

２１

と
下
田
市
箕
作
の
工
事
現
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

起
工
式
に
は
、
県
知
事
、
国
会

議
員
、
県
議
会
議
員
、
賀
茂
地
区

首
長
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整

備
局
、
沼
津
河
川
国
道
事
務
所
、

地
元
区
長
な
ど
約
１
０
０
人
が
出

席
し
、
道
路
の
完
成
が
地
域
の
安

全
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期

待
を
寄
せ
、
く
わ
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

伊豆縦貫自動車道の早期開通と

地域の安全や活性化を願い、くわ入れ

伊豆縦貫自動車道河津下田道路衛期起工式

Topics２

起工式で行われたくわ入れ

記念イベントに参加した児童

かわづ花菖蒲園

Topics３

開園から１７年

今シーズンをもって閉園

昨
年
５
月

日
撮
影
の
か
わ
づ
花
菖
蒲
園

１７

ビジターセンターは継続



花見客でにぎわう河津桜並木（２月２８日撮影）

８

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

９

河津桜まつり実行委員会は３月１２日、第

２５回河津桜まつりの来遊客数を発表しまし

た。期間中（２月１０日～３月１０日）の来遊客

数は８０万１３３０人で、昨年（７３万４３２４人）に

比べて約９.１％増加しました。見頃宣言を発

表した２月２５日以降、週末を中心に来遊客

が増加し、２月２８日は５万３４４９人で今季最高

の人出を記録しました。まつりに花を添え

るイベントも数多く行われ、期間最後の週

末も両日合わせて５万人を超える人出でに

ぎわい、早春の大イベントが閉幕しました。

早春の大イベント閉幕
第２５回河津桜まつり

ＪＡ伊豆太陽農業祭が３月７日、河津バガテル公園を

会場に行われ、地域住民など３千人を超す来場者でに

ぎわいました。公園内オランジェリーでは、柑橘類や

わさびなどの農産物品評会が行われ、公園入口では、

農産物の特売や稲取キンメのみそ汁サービスなどが行

われました。芸能部門では、ＪＡ女性部によるチンド

ン隊などの踊りや演奏披露が会場を盛り上げました。

農産物の販売や品評会に３千人
ＪＡ伊豆太陽農業祭

調理実習に取り組む参加者

町社会福祉協議会主催の男性料理教室が３月９日と３月

１９日、保健福祉センター調理実習室で開かれ、１８人が参

加しました。初回は鮭のホイル蒸し、かぼちゃスープ、

ニラの煮浸し、ミルクくずもちの４品を調理しました。

初めて参加した萩原清司さん＝谷津＝は、「やってみる

と楽しい。料理教室をきっかけに、ほかのメニューも

覚えて実践したい｣と笑顔で話しました。

料理を始めるきっかけに
男性料理教室

自殺予防の理解を求める職員

県賀茂健康福祉センターは３月３日、自殺予防の街頭

啓発キャンペーンをフードストアあおき河津店前で行

いました。３月の「自殺対策強化月間」の一環として、

同センター職員と町職員が街頭に立ち、悩んでいる人

に寄り添い、自殺を防ぐ「ゲートキーパー」の役割と

県内の実態を紹介した啓発物を配布し、周囲の人の見

守りと自殺予防の理解・協力を呼びかけました。

自殺予防に協力を呼びかけ
自殺対策強化月間啓発キャンペーン

町消防団第２分団（見高浜・長野）の消防可搬ポンプ

軽トラック積載車引渡式が２月２０日、保健福祉センター

駐車場で行われました。引渡式では、新しい車両の鍵

が相馬宏行町長から稲葉壽英団長へ、さらに中村和彦

分団長に手渡されました。式後、見高中央駐車場で入

魂式が行われました。平成９年に購入した積載車が老朽

のため、１８年ぶりの更新となりました。

第２分団に新型消防車両を配備
消防可搬ポンプ軽トラック積載車 引渡式

新しい消防車両相馬町長から鍵を受け取る稲葉団長(左)

町
は
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
で
２

月

日
、
山
内
道
雄
氏
（
島
根
県

２０
海
士
町
長
）
を
講
師
に
招
き
、
記

念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内

外
か
ら
２
０
０
人
が
参
加
し
、
島

の
特
産
品
を
使
っ
た
全
国
ブ
ラ
ン

ド
化
の
創
出
や
教
育
施
策
な
ど
、

山
内
氏
が
語
る
行
政
改
革
事
例
を

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

河
津
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は

２
月

日
、
河
津
桜
観
光
交
流
館

２８

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
河
津
夜

桜
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
、
町
内
外

か
ら
１
４
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

踊
り
子
温
泉
会
館
裏
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
浜
橋
か
ら
館
橋
ま
で
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
巡
る
２
コ
ー
ス
で
実

施
し
、
参
加
者
は
日
中
の
景
観
と

一
変
し
た
幻
想
的
な
夜
桜
鑑
賞
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
同
実
行
委
員
会
は
河
津

桜
観
光
交
流
館
駐
車
場
で
３
月
７

日
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
株
式
会

社
東
急
ホ
テ
ル
ズ
と
協
力
し
、
記

念
ラ
イ
ブ
「
光
と
和
で
奏
で
る
祭

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
和
太
鼓

や
三
味
線
、
尺
八
な
ど
の
演
奏
に

約
５
０
０
人
が
詰
め
か
け
、
多
彩

な
照
明
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
迫
力

あ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

KawazuZakuraNews
多彩なイベントを開催
河津桜まつり期間中に各種イベント（後半）

島おこしの取り組みを語る山内氏

写真上・夜桜を観賞する参加者

写真右・盛況の記念ライブ

来場者でにぎわう物販会場



１０

目指すは
１ランク上のおもてなし

３０６

フ シュレッ

と
う
。
ま
た
来
る
ね
」
と
い
う

お
客
さ
ま
か
ら
の
言
葉
が
嬉
し

く
、
少
し
ず
つ
自
信
が
つ
い
て

き
た
そ
う
で
す
。

休
日
は
、
友
人
と
一
緒
に
買

い
物
や
食
事
、
幼
い
頃
か
ら
続

け
て
い
る
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
そ
う
で
す
。

ま
た
昨
年

月
か
ら
は
、
職
場

１１

の
同
期
と
料
理
教
室
に
通
い
は

じ
め
、
調
理
実
習
を
通
し
て
料

理
の
基
本
を
学
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
「
言
葉
使
い

や
立
ち
振
る
舞
い
、
１
ラ
ン
ク

上
の
お
も
て
な
し
を
心
が
け
、

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
優
美
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
な
木

村
優
美
さ
ん
は
、
伊
豆
今
井
浜

東
急
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
て
い
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
で
す
。

「
地
元
に
貢
献
で
き
る
仕
事
を

し
た
い
」
と
い
う
意
志
を
持
ち
、

伊
豆
今
井
浜
東
急
ホ
テ
ル
に
入

社
し
た
優
美
さ
ん
。
お
客
さ
ま

の
お
出
迎
え
や
客
室
へ
の
案
内

な
ど
、
笑
顔
の
接
客
を
心
が
け

て
い
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、

覚
え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す

が
上
司
や
先
輩
、
従
業
員
の
皆

さ
ん
が
優
し
く
、
親
身
に
な
っ

て
指
導
を
し
て
く
れ
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
社
当
初
は
、
何
か
ら
覚
え

て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
悩
む
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
「
あ
り
が

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
文
化
祭
や
河
津

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
伊
東
市
の

按
針
祭
な
ど
の
舞
台
発
表
を
は

じ
め
、
下
田
市
内
の
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
へ
積
極
的
に
訪
問
し
、

施
設
利
用
者
へ
踊
り
の
披
露
も

し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
矢
島
節

子
さ
ん
＝
笹
原
＝
は
「
ゆ
っ
た

り
と
し
た
曲
調
の
音
楽
に
合
わ

せ
、
基
本
動
作
を
確
認
す
る
た

め
、
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
を
始
め
て
み
よ
う
と
考
え

て
い
る
人
は
、
教
室
の
扉
を
叩

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
を
通
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
「
ク
ー
レ

イ
レ
フ
ァ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
、ク
ー

レ
イ
レ
フ
ァ
（
代
表
・
加
藤
紀

代
子
さ
ん
＝
浜
＝
）
は
活
動
し

て
い
ま
す
。（
現
在
、
メ
ン
バ
ー

は
５
人
）
ハ
ワ
イ
の
伝
統
で
あ

る
フ
ラ
を
愛
し
、
楽
し
く
踊
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
始

め
、

年
目
を
迎
え
ま
す
。

１５
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
は
年
に
数

回
、
伊
東
市
在
住
の
フ
ラ
の
先

生
を
訪
ね
て
踊
り
の
指
導
を
仰

ぎ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
中
で
互

い
に
振
付
を
確
認
し
、
踊
り
の

楽しく踊ることをモットーに

【
取
材
】
齋
藤
惠
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

木村 優美さん
きむら ゆみ

笹原

１９歳 Ｏ型 みずがめ座

伊豆今井浜東急ホテル 勤務

～サークル活動を紹介します～

１

フラ・サークル

クーレイレファ
ハワイの伝統であるフラを愛し、楽しく踊るこ
とをモットーに活動中。毎週火曜日の午後と金
曜日の午前中、町コミュニティセンターで練習
を重ね、町民文化祭や河津ふれあいまつり、町
外などのイベントにも積極的に参加している。

フラ・サークル「クーレイレファ」の皆さん

１１

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.１４４

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

朝日新聞出版今野 敏精鋭

新潮社小川 糸サーカスの夜に

集英社北方 謙三岳飛伝１２ 飄風の章

主婦の友社司馬 理英子
大人の発達障害（アスペルガー症候群・ＡＤＨＤ）
シーン別解決ブック

大和書房Ｅｍｉおかたづけ育、はじめました。

出版社著者名書 名（児童書）

ポプラ社いとうひろしルラルさんのぼうえんきょう

すずき出版
もとした いづみ／作
荒井 良二／作

すっぽんぽんのすけ
ひかる石のひみつ

ポプラ社原 ゆたか
かいけつゾロリの対決！
ブルル・コブル２００連発

学研教育出版
タニヤ・シュテーブナー／作
中村 智子／訳

動物と話せる少女リリアーネ１０

角川つばさ文庫
Ｌ・Ｍ・オルコット／作
ないとうふみこ／訳

新訳若草物語

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：４月２３日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２６年１２月生まれの赤ちゃん

図書館カレンダー ４月

土金木水火月日

４３２１

１１１０９８７６５

１８１７１６１５１４１３１２

２５２４２３２２２１２０１９

３０２９２８２７２６

■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
１４時３０分～幼児向け

４月５・１２・１９・２６日

(毎週日曜日)

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

４月２・９・１６・２３日

(木曜日)

１４時３０分～１５時幼児向け

４月９日

(第２木曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分小学生向け

４月９・１６・２３日

(木曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

日頃から、町立文化の家図書館をご利用いただき、ありがとうござ

います。今回は、図書館の利用の仕方を紹介します。まだ来館したこ

とのない人は、ぜひ、図書館に足を運んでみてください!!

利用の仕方を紹介します

かわづっこ子育てねっと主催 こどもの日おたのしみ会
■とき ４月２６日（日)１４時３０分～ ■かわづっこ子育てねっとは町内の

■ところ 生涯学習室 子育て支援団体のネットワークです。

■初めて借りるときは

図書館には、本・雑誌・DVDがあります。これらを借りるためには、

利用者カードが必要になります。利用者カードは、館内でのインター

ネット利用やDVD閲覧にも必要です。

利用者カードの発行には、町内にお住

まいの人が登録申込書（図書館にありま

す）に必要事項を記入し、本人と確認ので

きる証明書（免許証・保険証・学生証な

ど）の提示が必要となります。

利用者カードがその場で発行され、す

ぐに利用できます。

■貸出・返却について
借りたい本やDVDは、利用者カードと

一緒に図書館カウンターへお持ちくださ

い。貸出は本や紙芝居は５冊、雑誌は３

冊、DVDは３本まで借りることができま

す。貸出期間は、本が１５日以内、雑誌と

DVDが８日以内です。返却時には、カー

ドは不要です。

持出禁止の資料については、館内でご

覧ください。

貸出に必要な利用者カード

図書５冊、雑誌３冊、DVD３本を一度
に借りることができます。
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